　　　　　　　　英語科学習指導略案　　　　　【海青中学校 吉村晶子】

日時：令和7年７月４日(金) ３限目(10:20-11:05) 
場所：海青中学校 １年１組 
単元：program 3  タレントショーを開こう 　( Sunshine English Course 1 開隆堂　) 
〇授業で特に見て頂きたいポイント
１．Small Talkの活動において、canの用法が定着しているか、コミュニケーション活動を円滑におこなっているか
２．各グループの夢のロボットができることを、グループで協力してアイデアを出しながら英作しているか
３．ピアサポートの視点… 自己評価ARE（Assist, Relax, Eye contact ）や１L3Rを軸に、協働的な学びができているか
☆本時	　●帯活動　		
単元ゴール「グループで、オリジナルの夢のロボットを考えてアピールしよう」
	1 6 /18

	・Program 3の見通しを持つ。
・ルーブリックの確認をする。
●帯活動であるSmall Talkについて知る。

	2 6 /19　
Scenes 1
	●帯活動 small talk
・can(肯定・否定)の意味や働きを理解し、身の回りの人のできることやできないことなどについて
聞き取ったり、書いたりする。

	3 6 /23
Scenes 2
    6 /24
 (ALT　Game)
	●帯活動 small talk
・canや疑問詞whatを使う場面を理解し、相手ができることや何ができるかなどについて聞き取ったり、書いたりする。
・単元ゴールを達成するために、調査してみたいトピックを考える。

	4 6 /25
Part 1
	●帯活動 small tall
・タレントショーについての対話文を読んで、エミリーと健が得意なことを読み取る。
・発音に気を付けて音読をする。


	5 6 /26.30
Part２
	●帯活動 small talk
・真央が得意なダンスは、何かを読み取る。
・単元ゴールを達成するために、どんなオリジナルの夢のロボットにするかを考える。

	6 [bookmark: _Hlk201681032]7/ 3
Part2
	●帯活動 small talk
・発音に気を付けて音読をする。
・本文の音読をして、参考になる表現をノートにまとめる。
・各自、「こんなことができるロボットがいたらいいなあ！」のmappingをし、英文にする。

	7 7/ 4
☆本　時
	●帯活動 small talk
・各自の夢のロボットのアイデアをグループで共有する。
・グループで、夢のロボットについて、話し合ったり、canを用いて書いたりし、原稿を完成させる
・グループで考えたオリジナルの夢のロボットを発表の練習をする。

	8 7/ 7

	●帯活動 small talk
・グループで考えたオリジナルの夢のロボットを発表する。
・各グループの発表の評価をする



· 本時の目標　　・夢のロボットができることを伝えたり、相手が考えた内容を書いたりすることができる。
　　　　　　　　　　　　　・ペアやグループで、お互いに協力してコミュニケーション活動をすることができる。
· 本時の指導過程
	過程
	学習活動（45min）
	指導上の留意点

	




導　入

	1. Greetings(2min)

2. Small talk(5min)
Pair Activity
３．Reviewing


４．Check today’s goal


	〇　ペアでgreeting　How are you ?
曜日、日付、天気を確認する。
〇　canの用法を用いながら、★１L３R、 ARE を意識しながら活動しているか観察する。　（下記参照）
· Canの用法を復習する。
Introducing Doraemon
We call this robot Doraemon.
He can fly by takekoputa.　　　
He can go anywhere with dokodemo-door.
　オリジナルの夢のロボットを考えてアピールしよう                       　　                    　



	








展　開
	5． Introducing his or her own robot
Group Activity
Sharing and Listening
・各自の夢のロボットのアイデアを伝え合い、グループで共有する
・友達のオリジナルのロボットのできることを聞き取る


6． Mapping and Writing
・オリジナルの夢のロボットを説明するための表現を出し合う




7． Practicing 


	○各自が「こんなことができるロボットがいたらいいなあ」をグループのメンバーに伝える。
　・４人のグループにする。
　・can +動詞の原形の形になっているか支援する。
　・自分の夢のロボットのできることをスムーズに発表できるように支援する。
　・友達のできることをしっかり聞くように促す。
・相づちや質問をしていた生徒を紹介し、聞き手の大切さについて伝える。

○グループでお互いに協力してマッピングを行うよう促す。
○グループ活動の意欲を促すために、積極的に行っているグループを紹介し、全体でほめる。
○各グループのマッピングを紹介する。　
  ・各グループのアイデアを共有する。　                   
○マッピングした材料を基にスピーチの原稿を書かせる。
　・グループでお互いにアイデアを出し合って更にブラッシュアップできるように伝える。
○グループで発表の準備をする。
　・グループのメンバーのことを考えて分担したり、支え合いながら練習したりできるよう支援する。


	まとめ
	8． Reflection(２min)
次回のSpeechの予告
	· Work Together Sheetに自己評価をする



【評価の観点】
B:　【知識・技能】　　　　　　　　　　　　　　　マッピングを基に、内容を整理して話す技能を身につけている。
B： 【思考・判断・表現】　　　　　　　　　　夢のロボットができることを伝えたり、相手が考えた内容を書いたりすることができる。
B：　【主体的に学習に取り組む態度】友だちが考えた「夢のロボット」ができることについて書こうとしている。


	１L３Rとは、会話を続けるための手段Listen carefully, Reaction, Repeat, Response (Question　& Answer)


★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  AREとは海青中のピアサポートの視点での自己評価
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assist friends ,  Relax ,  Eye Contact
Presenter
【話すこと(発表)に関するルーブリック(評価基準)】
	
	思考・判断・表現　　　　主体的に取り組む学習に取り組む態度

	
	声
	視線
	工夫
	その他

	A：５点

	相手が聞き取りやすいように、はっきり大きい声で発表している。
	聞き手の表情や様子を見ながら発表している。
	話に合わせてタイミングよくジェスチャーを使っている。
	□適切なスピードで発表している。
□適切な間をとりながら発表している。
□伝えたい部分をゆっくり言ったり繰り返したりしている。

	B：３点

	相手が時々聞き取りにくい声で発表している。
	原稿に時々目を落としながら発表している。
	ジェスチャーを使っている。
	

	C：１点

	相手が聞き取りにくい声で発表している。
	原稿を読んでいる。
	ジェスチャーを全く使っていない。
	


気づき、よかった点、改善点




Listener（聞き手）＋Speaker（話し手）
【話すこと(やりとり)に関するルーブリック(評価基準)】

	
	主体的に取り組む学習に取り組む態度
	思考・判断・表現

	
	聞き方
	やりとり

	
	あいづち
	コメント
	質問（聞き手）
	返答（発表者）

	A：５点

	話し手の方を見て、あいづちを打ったり、返事をしたりして聞いている。
	発表者に対して、適切なコメントを３回以上した。
	発表の内容に関する質問を３回以上した。
	聞き手の質問に３回以上答えた。

	B：３点

	話し手の方を見て、あいづちを打ちながら聞いている。
	発表者に対して、適切なコメントを２回した。
	発表の内容に関する質問を２回した。
	聞き手の質問に２回答えた。

	C：１点

	あいづちを打って聞いていない。
	発表者に対して、適切なコメントを１回した。
	発表の内容に関する質問を１回した。
	聞き手の質問に１回答えた。


　　　気づき、よかった点、改善点　




[bookmark: _Hlk202259354]P.４２　Action　(personal Activity)
　
　　　　　　　　　　　　　　オリジナルの夢のロボットを考えて、アピールしよう！

Step1.　“こんなことができるロボットがいたらいいなあ・・・“
　　　　　　と思うオリジナルのロボットを考えてマッピング（mapping）してみよう
        Let’s invent your original robot             Let’s draw your original robot





                          
ロボットの名前




Step2.  オリジナルのロボットの名前を考えよう！

　　　　　　   　

Step3.　　あなたの　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ができることをcanを使って英文で
書いてみよう !　（例）　He (She) can cook sweets every day.
   
 






P.４２　Action　(Group Activity)
　
　　　　　　　　　　　　　　オリジナルの夢のロボットを考えて、アピールしよう！

Step1.　“こんなことができるロボットがいたらいいなあ・・・“
　　　　　　と思うオリジナルの夢のロボットの名前を考えよう。（後で考えてもOK）
  We call our original robot 







Step2.  White Borad にマッピング（mapping）してみよう！
　　　　　　グループのみんなの意見をまとめて、オリジナルの夢のロボットを考えよう。

Step3.  Let’s  introduce  our  robot!
       Look  at  our  original robot !                              
1
                                                                   
2
                                                                   
3
                                                                   
4
                                                                   
5
                                                                   
6
                                                                   
7
                                                                   
8
                                                                   
9
                                                                   
10                                                                 

Step4.  Let’s draw the picture of our original robot.























書くことに関するルーブリック(評価基準)】

	
	思考・判断・表現
	知識・技能

	
	内容
	文法
	文の正しさ

	A：５点
	・『①誕生日、②出身地、③性格、④好きなもの、⑤得意な科目、⑥今後興味があること→今後してみたいこと』の中から５つ選んで書いている。
	・be動詞(am/is/are)とwant toを使っている。
	文法の間違いが２つ以下である。

	B：３点
	・『①誕生日、②出身地、③性格、④好きなもの、⑤得意な科目、⑥今後興味があること→今後してみたいこと』の中から４つ選んで書いている。
	・be動詞(am/is/are)かwant toのどちらか１つを使っている。
	文法の間違いが３～５つある。

	C：１点
	・『①誕生日、②出身地、③性格、④好きなもの、⑤得意な科目、⑥今後興味があること→今後してみたいこと』の中から３つしか選んで書いていない。
	・be動詞(am/is/are)とwant toのどちらも使っていない。
	文法の間違いが６つ以上ある。













